max 曰 U 

ノイズキャンセリングヘッドホン 

HP-NC15. OH BK 
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取扱説明書 


このたびはマクセル製品をお買い上げいただき 
ありがとラございます。 

ご使用の前にこの取扱説明書をよく読み、製品 
を安全にお使いください。 

また、この取扱説明書（保証書を含みます）は 
大切に保管してください。 


徊包品の確認 



取扱説明書 
保証書巧さ1枚 
(本書） 


趣 _ D 

単4おアルカ1」乾電油 
(モニター用） 



航空機用プラグアダプタ 


Q はじめに 

取扱説明書をお読みになるにあたって 

• この取扱説明書については、将来予告なしに変更することがあ 
ります。 

• 製品改良のため、予告なくが観または仕様の一部を変更すること 
があ0ます。 

• この取扱説明書につきましては、万全を尽くして制作しており 
ますが、万一ご不明な点、誤り、記載漏れなどお気づさの点が 
ありましたらご連絡ください。 

• この取扱説明書の一部または全部を無断で複写することは、個 
人利用を除き禁止されております。 

また無断転載は固くお断りします。 

免責事項（保証内容については保証書をご参照 < ださい） 

• 火災、地震、第三;ちによる行為、その他の事故、お客様の故意 
または過失、誤用、その他異常な条件下での使用による損書に 
関して、当社は一切責任を負いません。 

• 保証書に記載されている保証がすべてであり、この保証の外は、 
明示の保証•黙示の保証を含め、一切保証しません。 

• この取扱説明書で説明された政外の使いちによって生じた損害 
に関して、当社は一切責任を負いません。 

• 接続機器との組み合わせによる誤作動などから生じた損害に関 
して、当社は一切責任を負いません。 

• 本製品は、医療機器、原子力機器、航空宇宙機器、輸送用機器 
など人命に係わる設備や機器、および高度な信頼性を必要とす 
る設備、機器での使用は意図されておりません。これ6の設備、 
機器制御システムに本製品を使用し、本製品の故障により人身 
事故、火災事故などが発生した場合、当社は一切責任を負いま 
せん。 

♦本製品は日本国内仕様です。曰本国外での使用に関し、当社は 
一切責任を負いません。 


曰 まを上のごを意 

安全にお使いいただくために必ずお守りください。 


A ^ DA 「誤った取り扱いをすると人び死 t または重傷*1を負 
/!\ P 巧うことびあり、かつ、その切迫の度合いび高いこと」 

をのします。 


A ち ft と t 「誤った取り扱いをすると人び死こする、または重傷 
言口 を負ラ可能性びあること」をおします。 


A A 「誤った取り扱いをずると人び傷害がを負ラ可能性ま 

fSl たは物的損害がび発生する可能性びあること」をお 
します。 


*] :重傷とは、失明やけび、やけど、感電、骨折、中毒などで後遺症び残るもの、及び治 
療に入院や長期の通院を要するものをおします。 

*2 :傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが-やけど-感電を示します。 

*3 :物的損害とは、家屋-家財および家畜-愛玩動物にかかわる拡大損害を指します。 



A 

公記号は製品の取り扱いにおいて、 
に対するミ主意を蝶起ずるちのです。 
意内容び描かれていまず。 

発火、破裂、高温等 
図の中に具体的なミま 

絵表 
の例 

0 

S 記号は製品の取り扱いにおいて、その行為を禁止する 
ちのです。具体的な禁止内容は図記号の中や近くに絵や 
文章でおしています。 


参 

•記号は製品の取り扱いにおいて、指示に基づく行為を 
強制するちのです。具体的な強制内容は図記号の中や近 
<に絵や文章で示していまず。 


么警告 

修理や改造、または分解しないでください。 

火災、感電、またはけがをするおそれがあります。修理 
や改造、分解に起因する物的損害について、当社は一切 
責任を負いません。 

また、修理や改造、分解に起因する故障に巧する修理は 
保証期間内であってを有料となります。 

0 

禁止 

運転中はへッドホンを使用しないでください。 ^ 

自転車やオートバイ、自動車などの運転中には、ヘッド ^ 
ホンは絕巧に使わないでください。交通事故の原因とな 示 

0ます。 

周囲の音が聞こえないとち険な場所では使用しない 
で < ださい。 

歩行中でわ音量を上げすざるとまわりの音が聞こえなく 
なり危険です。また、このヘッドホンは周囲の音を低減 
するタイプですので、警告音などを聞こえにくくなりま 
す。踏み切りや横断歩道、駅のホーム、車道、工事現場 
など、周囲の音が聞こえないと危険な場所では絶対に使 
わないで < ださい。 

0 

禁止 

乳幼児の手の届<巧へ置かないで<ださい。 

電池の誤飲による窒息や胃などへの障害、またコードが 
体に絡まることでの窒息などの原因になるおそれがあり 
ます。 

万一事故が発生した場合は、ただちに医師の診断を受け 
て < ださい。 

0 

禁止 




























A ま意 


大音量で長時間つづけて聞かないで<ださい。 

耳を刺激するような大きな音量で長時間つづけて聞くと 
聴力に悪い影響を与えることがあります。耳を守るにめ、 
音量を上げすざないよラにごま意ください。 


0 

禁止 


はじめか5音量を上げずざないでください。 

突が大きな音び出て耳をいためることびあります。操作 
する前には、音量を絞っておいてください。 



異甫に温度び高くなるところへ置かなし巧ください。^ 

機器表面や部品び劣化するほか、火災の原因になります。 

夏の閉め切った自動車巧や直射日光の当たるところ、ス 
I -ープの近くでは特にごを意ください。電池び漏;夜する 
原因にをなります。 

コードを引っ張5ないでください。 ^ 

へッドホンはプラグまたは本体を持ってお取り扱いくだ^ 
さぃ。 " 

コードを引っ張ると断線の原因になります。 


強い衝撃を与えないでください。 

故障の原因となります。 


0 

_禁止_ 


コードをラックや家具などに巻さつけたり、挟んだ 
0しないで<ださい。 

断線の原因となります。 


0 

禁止 


電池についてのまを上のごま意 

液漏れ•破裂•発熱•発义 • 誤飲による大けびや失明を避けるた 
め、下記注意事項を必ずお守りください。 


A ち巧 


乾電池が液漏れしたとさ 

乾電池の液び漏れたとさは素手で液をさわらないでくだ 
さい。 

液が目に入ったとさは、失明の原因になることがありま 
すので目をこす6ず、すぐに水道水などのされいな水で 
十分洗い、速やかに医師の診断を受けて<ださい。 

液が身体や衣服についたとさを、やけどやけがの原因に 
なることがありますので、すぐにされいな水で洗い流し、 
皮膚に炎症やけがの症状が現われたとさには、ただちに 
医師の治療を受けてください。 



么警ち 


機器の表示に合わせ、+と一を正しく入れてくださ 
い。 


〇 


■巧電しないでください。 

•义、水の中に入れないでください。 

•分解、加熱しないでください。 

■コイン、キー、ネックレスなどの貴金属類と一緒 
に携帯-保管しないでください。 

• 液漏れした電池は使わないでください。 

• 使いきった電池は取り列してください。長期間使 
用しないときも取り外してください。 

• 指定された電池に I がは使用しないでください。 



日特長 

•携帯や収納に便利な、折りにたみ可能なデヴインを採用。 

• 周囲か6の騒音を低減させ、より静かな環境で快適に音楽が楽し 
めるノイブキャンセ U ングへッドホンです。 

• へッドホンを収納するキャ U ングポーチが付属しています。 

♦ ノイブキャンセ U ング機能を切って、通常のへッドホンとしてを 
使用可能です。 

•航空機用プラグアダプタが付属しています。 


ノイズキャンセリングの原理 


-へッドホンに内蔵されたマイクが周囲の騒音を拾います。 

-電子回路び騒音を分析、その騒音に巧して逆位相の音を出すことにより、 
耳元で騒音を巧ち消します。 


-これにより騒音を約己分の1に低減し、電車や飛行機などの乗り物内でも 
音量を上げすぎることなく音楽を楽しむことびできます。 



Q き部のち赖為 

冨 ' 


へツドバンド 


左側の目印® 
( L ) 一 


イヤーカップ 







































航空機巧でほ用ずる場合 

機内オーディオシステムのオーディオ出力接続は、ほとんどがデュ 
アルまたはシングルの3.已 mm 出カジャックを使用しています。 

デュアル出カジャックへの接続 

ヘッドホンコードを航空機用プラグ 
アダプターに差し込み、それをデュ 
アル出カジャックに差し込みます。 



シングル出カジャックへの接続 

へッドホンコードを3.日 mm 出カジャックに直接差し込みます。 
•航空機内で電モ機器の使用が禁止されている場合や、個人のヘッド 
ホンで機巧の音楽サービスを利用することが禁止されている場合 
は、本機を使用しないでください。 

•機内オーディオでは、ホームステレオやポータブル機器からのよう 
な高音質が得られない場合があります。 


A 注意 


お使いになった後は電源スイッチを rOFF 」 にし 
て < ださい。 


0 


A 警告 

•使い切った電池はずぐに機器か5取り外してくださ A 
し、。使い切った電池を機器に装着したまま長時間放 V 
置しまずと、電池か6発生ずるガスにより電池を漏 
液、発熱、破損させたり、機器を破損させるおそれ 
がありまず。 

•長期間機器を使用しない場合は、電池を機器か6 A 
取りがしてください。電池か！5発生ずるガスによ，> 
り電池を漏液させたり、機器を破損させるおそれ 
がありまず。 


巧 へツドホンの巧りたたみ方 

へツドバンド部は巧りたたむことびでさますので、 

付属のキヤ U ングポーチや座席のポケットに収納しやすくなります。 




A 注意 


反対側には巧り巧びり^ 
ません。巧り曲げよう、ン 
とずるとアーム部分が 
破損しまず。 


A 注意 


へッドホンを巧りたた^ 
む時に指を挟んだり、 VJ / 
巧り巧がり部分でけが 
をしないようごま意く 
ださい。 


へッドホンをごほ用の時 

3-2-1 の順で元に戻してください 


曰 困つたとをは？ 


音が出ない。 

ヘッドホンと AV 機器との接続を確認してください。 
ヘッドホンに接続した AV 機器の電源が入っている 
か確認してください。 

接続した AV 機器の音量を上げてみてください。 

音がひずむ。 

接続した AV 機器の音量を下げてみてください。 
ヘッドホンの電池を交換してみてください。 

電源が入らない。 

ヘッドホンの電池を交換してみてください。 

ノのリングび出る。 

ヘッドホンをいったん耳からはずし、装着し直してみ 
てください。 

をちで音が違ラ 

ヘッドホンをいったん耳からがし、装着し直して 
みて < ださい。 


の仕様 


品名 

ノイズキャンセリングへッドホン 

型式 

密閉ダイナ S ック型 

使用ユニット 

直径3日 mm 

インピーダンス 

320 

音圧感度 

119服/ mW (電源 ON 時） 

11 3dB/mW (電源 OFF 時） 

再生周波数帯域 

20〜20,000 Hz 

雑音抑圧量 

約]已 d 目!;(上 （30 日 Hz にて） 

電源 

単4おアルカ U 乾電池 X 1本 

質量 

約1已〇邑（単4形乾電池- コー ドを含む） 

ケーブル長 

0.5m (金;ッキステレオミニプラグ） 

電池持続時間 

単4おアルカ U 乾電池約30時間 
(マクセルアルカ U 乾電池ダイナミック使用の 
場合） 

付属品 

キャ1」ング ポーチ X ] 

単4おアルカ U 乾電池 X ] (モニター用） 

延長 コー ド旌メッキ L 型ステレオミこプラグ1 m X 1 ) 
航空機用プラグアダプタ* X ] 

* 機内の音楽サービスによっては、対応びでさない場 
をびあります。 


本磯の仕様および外•観は、改良のため予告なく変更することびありますび、ご了 
承ください。 

※付属の乾電池はモニター用のため、持続時間び短い場合びあります。 

※一部のデジタルアンプの製品では使えない場合びあります。 

※ノイズキャンセリング機能は、棄り物や空調などの主にほい周波数帯域の騒音 
を巧ち消すちので、高い周波数帯域の騒音に巧して効果はありません。また、 
効果には個人差びあります。 


Q ] 巧証とア フターヴー ビス 

■保罰 書 （裏表紙）に関して 

保証書は必ず r 販売店•お買い上げ日」などの記入を確かめて販売店から 
お受け取りください。また、保証書はよくお読みの上で、大切に保管して 
<ださい。 

保証期間は、お買い上げ日か51年間です。 

■ 本製品に関するお問い含わせ先 

本製品に関するご質問がございました5、下記までお問い合わせ < ださい。 


日立マクセル株式会社お客様ご相談センター 
干] 02-8 已 2] 東京都千代田区飯田橋2 - 18-2 

TEL ( 03 ) 5213-3525 FAX ( 03 ) 3515-8261 

受付：月曜日〜金曜日まで(ただし祝祭日および当社休業日を除く） 
9 : 30-12 : 00X13 : 00-17 : 00 

f 尚、誠に勝手ではございますび、2日日9年1巧2白日（月）より') 

I受付終了時間を17;日日に蜜要させていたださました。 J 

ホームぺージ http://www.maxell.co.jp/ 
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<ださい。 

保証期間は、お買い上げ日か51年間です。 

■ 本製品に関するお問い含わせ先 

本製品に関するご質問がございました5、下記までお問い合わせ < ださい。 


日立マクセル株式会社お客様ご相談センター 
干] 02-8 已 2] 東京都千代田区飯田橋2 - 18-2 

TEL ( 03 ) 5213-3525 FAX ( 03 ) 3515-8261 

受付：月曜日〜金曜日まで(ただし祝祭日および当社休業日を除く） 
9 : 30-12 : 00X13 : 00-17 : 00 

f 尚、誠に勝手ではございますび、 2 日日 9 年 1 巧 2 白日（月）より') 

I受付終了時間を 17; 日日に蜜要させていたださました。 J 

ホームぺージ http://www.maxell.co.jp/ 
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